
所 属 農政部 農業技術課

担当(係)名 ｸﾘｰﾝ農業担当 内線 2847

飛騨・美濃じまん農産物づくりに必要な機械施設整備への助成

１ 事 業 費 【財源内訳】 【主な使途】

３００，０００ 一般財源 300,000 補助金 300,000

（前年度３５３，０００）

２ 背景・現状

「ぎふクリーン農産物」などの安全・安心な農産物の安定供給に対する県民ニーズ

はより一層高まっている一方、燃油や肥料など生産資材費の高騰による生産コストの

増大などにより、生産者の経営をより圧迫している状況にある。

３ 事業目的

「ぎふクリーン農業」をベースに、生産性の向上、省力・低コスト化、付加価値向

上等の取り組みに対する支援を行うことにより、農業者組織の体質強化を図るととも

に、安全・安心な農産物（飛騨・美濃じまん農産物）の安定供給を図る。

４ 事業概要

ＪＡや営農組織等が産地強化計画(｢飛騨・美濃じまん農産物育成計画」という。)に

基づき、農業者等が行う付加価値向上、産地の体質強化、新品目・新産地づくり等へ

の取組強化に必要な機械・施設の導入経費に対して一部助成を行う。

○事業主体 市町村、県連合会、農業協同組合、営農集団等

○補 助 率 １／３以内

○補助要件

・ぎふクリーン農業に登録（または

３年以内に登録予定）

・産地強化計画「飛騨・美濃じまん

農産物育成計画」を県が認定

・対象作物ごとの下限面積をクリア

○対象となる機械施設

事業主体が「飛騨・美濃じまん農

産物育成計画」の実現に必要とする

機械施設

（款）６農林水産業費 （項）１農 業 費 （目)（２）農業振興費

（明細書事業名）○総合農政推進費

飛騨・美濃じまん農産物育成支援事業費補助金

補助対象機械施設

品質向上のための
機械施設

生産性向上のため
の機械施設

流通販売合理化の
ための機械施設

環境負荷軽減の
ための機械施設

農薬安全使用の
ための機械施設

いちご高設ベンチ、柿ポット栽培施設、予冷庫、保冷施設、
農産物処理加工施設、品質分析機器、柿平棚栽培施設 など

播種機、コンバイン、潅水施設、暗渠排水施設、果樹新改植、
堆肥運搬車、雨よけハウス、防除機、無人ヘリ、養液栽培施設

集出荷施設、選別・調整用機械、乾燥調製施設、精米機、
計量器、ばら出荷施設 など

側条施肥田植機、土壌分析機器、防虫ネット施設、黄色蛍光灯、
残留農薬分析機器、養液循環施設、作物栄養分析機器 など

飛散防止ネット、飛散低減用防除機械施設


